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研究成果の概要（和文）：視空間的・時空間的な注意機能と乳幼児期の認知発達の関係性を調べるため、乳幼児
と成人を対象に、様々な非言語的、言語的刺激を使って、検討してきた。その結果、乳幼児における単語音声リ
ズムとそれにあわせて提示される非言語的な視覚刺激への注意の向け方、２，３歳の幼児における概念レベルの
異なる図形や立体物への注意の向け方、成人における聴覚刺激の呈示間隔や視覚刺激の文字性・意味性・立体性
の違いによる視空間、時空間的な注意処理メカニズムに関する示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：To investigate developmental relationship between visual attention in 
space-time and cognitive development, we conducted various types of cognitive experimental tasks 
using both nonverbal and verbal stimuli in infants, young children, and adults. Results indicated 
infants' visuospatial attentional patterns toward word-speech rhythms accompanied by several types 
of nonverbal visual stimuli, changes during the session time in visuospatial attention to figures 
and objects of different conceptual levels in young children. Results also indicated visual 
attentional patterns in space-time depending on differences in meaningfulness, literalness, and 
three dimensionality of visual stimuli and on differences in presentation intervals of auditory 
stimuli.

研究分野：認知発達
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研究成果の学術的意義や社会的意義
単一の認知能力の発達上の変化では、実態を把握しきれない発達事象が増えてきている中、成人との比較のも
と、視空間的・時空間的な注意機能と乳幼児期の認知発達の関係性を調べ、その発達メカニズムを明らかにする
ことは、従来、単一の認知発達上の変化としてしかとらえられてこなかった現象を認知発達全般の中で位置づけ
ることを意味し、学術的に意義がある。そのように広範囲の認知発達の中で捉え直すことにより、新たな幼少期
の認知発達支援、さらには、その後の、学齢期の学習支援のあり方に示唆を与える可能性がある点で、社会的意
義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、これに先立つ研究として、諸認知の発達における 4 歳頃の変化に対する視空
間的な注意機能の発達的関与の可能性を検討してきたが、本研究の開始にあたり、乳児期、５
歳以降の認知発達上の変化にも範囲を広げて検討していく必要性を感じた。従来、諸能力の短
期的変化は独立に追究されてきたが、研究代表者による学習の転移や反転図形に関する知見
（Uehara, 1998; 2013）に加え、乳児の音声を伴う視覚刺激への注視の仕方（Cheon & Uehara, 2016）
から、4歳前後のみならず、乳児期以降の言語や他認知発達上の変化にも、視空間的な注意機能
の発達変化が関係する可能性が推測されたためである。さらに、この幼児期においては時間認
識上の発達変化も著しく、視空間的な注意機能にとどまらず、視空間的・時空間的な注意機能
と乳幼児期の認知発達の関係性を包括的に検討していくのがよいと考えるに至った。また、こ
れに対応する成人における知見と比較することで、より確実な発達的な示唆が得られると推測
された。 
 
２．研究の目的 
 
広範囲の認知能力において 4歳頃に質的な変化が生じることが知られている（心の理論、実行
機能、遅延自己映像の認知等：e.g., Perner, et al., 2007; Lyons &  Zelazo, 2011; Povinelli, Landau, & 
Perilloux, 1996）。これまで、主に、言語発達が要因と考えられ、各課題成績と言語検査の成績と
の間の相関的関係性が、また近年では一部で、各能力間（心の理論と実行機能の間等）の相関的
関係性が検討されてきた。しかし、研究代表者自身による、言葉が関与しない視覚的な学習運動
課題や左右・上下反転図形への惑わされやすさを調べる課題において(Uehara, 1998; 2013)、4歳
頃に大きく発達変化することが示され、その変化に視空間的な注意機能の発達の関与が推測さ
れた。さらに、その後の本研究に先立つ研究代表者自身の研究において、言語が未発達な乳児の
音声を伴う視覚刺激への反応の仕方（Cheon & Uehara, 2016）や 2～3歳の幼児による対象への注
意の向け方と関わり行動（石橋・上原、当時実施中）から、4歳前後のみならず、乳児期以降の
認知発達上の変化に、視空間的な注意機能の発達が関係する可能性を推測するに至った。さらに、
その後示唆された、4歳頃から時間的な側面での注意の向け方や認知の仕方、その後の記憶のさ
れ方が大きく変わっていく可能性（Uehara, 2015; 上原、2017）にも着目した。そこで、年齢幅を
広げ、4 歳前後の発達変化を、乳児期からの言語を含む視空間的かつ時空間的な注意機能の発達
過程の中で位置づけてとらえることで、その発達変化のメカニズムの解明をすすめたいと考え
るに至った。 
 
３．研究の方法 
（１）乳児と１歳台の幼児については、非言語刺激と言語刺激への視空間的かつ時空間的な注意
の向け方を検討すべく、視線測定装置により、対象への滞留、刺激音への反応、刺激の動きに伴
う眼球の動き等を指標に、時間経過に伴う注意の変化について、刺激と月齢による違いを検討し
た。 
 
（２）２、３歳の幼児を対象に、立体物への注意の向け方と行動反応パターンの時間的変遷、そ
れらの言語発達との関係性を指標として、具体的には、実物の刺激、画面上の刺激への時間経過
に伴う行動反応のコーディング解析、視線測定解析、言語発達検査により検討した。 
 
（３）成人を対象に、三次元の複数の形態の非言語的刺激、言語刺激を用意し、遂行の成否と反
応時間、視空間的・時空間的な注意の向け方、対象への滞留状況のあり方を指標に、各変数間の
関係性における刺激による違いを検討した。 
 
４．研究成果 
（１）初語を発する前後における乳児とその後の幼児を対象に、単語音声のリズムとそれにあわ
せて提示される非言語的な視覚刺激、言語的な刺激と組み合わせた非言語的な音リズムへの注
意の向け方と時間的変遷過程を検討した結果、その空間的な注意の向け方や時間的側面におい
て、月齢が低いと、刺激による違いはあまり見られないが、月齢があがり言語発達がすすむと、
音声リズムによる違いが明確になってくる可能性が示唆された。個人差が大きい可能性も示唆
され、試行数と刺激の種類を増やして、２歳以降の幼児期にまで拡張した実験を行う必要性も示
された。 
 
（２）２～３歳頃の幼児を対象に、概念レベルの異なる図形や探索行動を検討するための立体物
を設定し、視空間的、時空間的に、どこにどのように注意を向け、どのような反応が生じるのか
という点を、視線測定、行動反応のコーディングにより、月齢や言語発達検査得点との関連性を
みながら検討する調査を行った。その結果、幼児期における視認知エラーの示され方や程度が、
探索行動の量やあり方との間に関係性があり、視空間的な注意の向け方の発達的変化とそれに
言語発達が関わる可能性が推測される結果を得た。その成果の一部については、国際学会と国内
学会で発表した。 



 
（３）三次元の複数の形態の非言語的刺激、言語刺激を使って、視空間的・時空間的な注意の分
解能及び空間的分散度合い・その統合過程に焦点をおいた心理学実験を実施した。視空間的な基
礎的な知覚的処理の過程については、特定対象への滞留の在り方など、本研究に先立ち分担者に
よって行われた知見と類似の傾向が示されるとともに、三次元刺激の回転速度や剛体性を操作
することで、新たな視空間的かつ時空間的な処理における、刺激や条件による違いに関する新た
な知見を得ることができた。これらの成果の一部は、査読有り学術論文にまとめて投稿し、国際
論文誌に掲載された。 
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